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〈 企画趣意〉

　日本保育学会は 1999 年以来 3年余にわたっ

て、「い ま、日本の乳幼児及び保育が直面 してい る危

機をどう捉え、どう対応するか1 を検討課題と して

共同研究に取り組んできた。そして その 結果を中間

報告、最終報告として ま とめて発表して い る。 昨年

度は緊急提言集が作成され た ところ であ る。 そ の 後

も少子化の傾向は進み、保育の 質は悪化してい ると

い われ る。
これで は 日本の 子 どもの 健全 な成長は望

めず、社会の 将来は危ぶまれ る。

　われ われ は 時下 の子 どもの 姿と保育実践を見直

し、子 ども理解と保育の ありよ うを根本に 立ち返 っ

て 考えてみ たい
。 まず取り組むぺ きこ とは 今の 子ど

もの 姿と、保育実践をてい ねい に見直す こ とで あろ

う。その 際重要 な こ とは 「子 ども理 解」で あろ う。そ

の理解の深さに よっ て実践の 深さも決まっ て来ると

思われる。

子 ども理解とは 何か、子ども理 解の 方 法 を ど うす

れ ばよい か、危機を未然に防ぐには どの よ うなE法

が あ るの か、保 育研 究と実践の 原点に立 ち返り、子

ども を中心 に据えて論議 してみ たい 。

〈黼   〉

関わりをつ なぐもの

　〜子どもの か らだ ・保育者の か らだ〜

　　お茶の 水女子大学附属幼稚園　佐藤　寛子

　関りあい の 基盤にな るもの として、身近でありな

がら、最も意識されずにい る ものが、からだで はな

い だろ うカ  目の 前に無防備に曝け出されてい るだ

けに、か え っ て見 よ うとせ ず、その 内に ある目には

見えない 心にのみ意識を向けて教育を考えよ うと

する風潮は依然 として 強い ように思う。

　幼い 子どもたちと日々 過 ご して い る と、当た り前

の こ となのだが、心 と体はつ なが っ て い るの だと感

じるこ とが多い 。 見えない 心 を探ろうとするよ りも、

その 子どもの か らだ の 表現か ら、内在する心の あり

様を見て取 るこ との 方が、子 どもの 思い に近 づ け る

よ うな気がす る。 子 どもた ちの か らだ を意識 し て 保

育を考 えるよ うになる と、自ずと、そ こ に関わ る保

育者 と しての 自分 の か らだ の あ り様 に も意識が 向 く

よ うに なっ て きた 。 子 どもた ちに 向けて 発 した言葉

が、なかなか届かずあせ る時は、案外 こ ちらに原因

が あ る こ とが多い 。 （自分本位の時間や や らね ばな ら

ぬ こ とに縛られ てい ない だろ うか…。〉子 どもとの 関

係が しっ く りい か ない とき、自分の か らだ の 動き が

妙に ぎくしゃ くして い るの を感 じ る。（日常の 雑多な

こ とに巻き込まれ、自分の 呼吸 ・子 どもた ちの 呼吸

に無意識 になっ て はい ない だろ うか…。）

　子 ども た ち と の 暮 ら しの 中 で の 小 さな 出来 事 を

事例と し、子 ども ・保育者の か らだ をStk，に、保育

の 省察が 出来れば ・・と思 っ て い るe

　〈 話題提供  〉

〈 この子〉理解の 重要性

　　 一 「気にな る子 ども」 問 題を通 して
一

　　　　　　　　　大阪市立大学　堀　智晴

最近、保育所や幼稚園での 研究会で、 「気に なる

子ど も」 の 存在が 問題 に な っ てい る。 1歳ク ラズか

ら5歳クラス まで 各ク ラス に何人もの子 ど もが 「気

に なる子 ども」 として報告され、こ の 子どもた ちに

ど う対応 した らい い か
、 参加者が 真剣に論議 し合う

とい う研究会に出た こ ともあ る。確掴 こ今 どき子 ど
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もは、これまでの 子 ど もとは 異なる行動が 目につ く。

友だ ちと遊ぶ こ とが苦手 で トラブル 、すぐ手が出る、

すぐパ ニ ッ クになる、などで ある。しか し、 私 は、

保育が思 うよ うにい かない か らとい っ て 「気に なる

子ど も」 と見 なす こ とに問題を感じる。子どもの 問

題行動ばか りに 目が い き、なぜそ の 子が その よ うな

行動 に出るの か、その子 どもの 行動の 背景や思い に

まで理解がい かない 場合 も多い の で あ る。

　またその
一
方で、LD 、　ADHD など、軽度発達

障害の 子 ど もた ちの保育 ・教育が、 「特別なニ
ーズ

の ある子ども」の 保育・
教育と して注 目され て い る 。

これ までの 障害児保育の 実践の 中で は見過 ごされて

きたグ レイゾーン の 子 どもた ちの 保育が課題に な っ

てきて V）る。 確か に発達障害に つ い ての 理解を した

上で子 どもを見直す必 要があるが
、 私の 経験で は発

達障害とは言 えない ヶ
一ス も少な くない。実践 が う

まくい かない か ら 「軽度の 発達障害」 と見て しまう

とい う危険もある。

　この よ うな問題 を考える とき 、 私 は 、 実踐研究を

通 して、目の 前の 子 どもを世界に一
人 しが！ ・ない く

この 子〉 と して の 理解を深め る必 要が あると痛感 し

てぎた。 今回 の シ ンポ で は こ の 〈 こ の 子 〉理 解の 考

え方 と具体的な理解の 方法に つ い て 提案 したい 。

＜言
．
　 、3 ＞

子ど もの悲 しみ か ら考 える

　一 遊 びの 影の 側 面
一

　　束 義也 （尚絅学院大学女子短期大学部〉

　子 どもの 遊 びは、楽 し さや喜び の 追究で ある。そ

の 過程で は、思い 通 りにい か なか っ た り試行錯誤 も

する けれ ど も、そ の 先に ある願い はやは り自己 充実

で あろう。
しか し、そ れ は遊 碑 ）

一
イ則面 であ っ て、

もう
一

っ 影の側 面 の あるこ とを、私は最近知らされ

た 。
っ ま り、遊び に お け る悲 しみ や 痛み の 表現 で あ

る。 例えば、子 どもは 自ら負 っ て い る課題 を遊び に

して表現してい る。ときには、ど うして も乗 り越え

られ ない 現実や限界 に直面す る。そ して、ある種の

選択 ない し断念が ある。しか し、その よ ラな逃れ ら

れ ない 否応なしに 被る事柄の 中で こ そ、人 間は考え

行動する自由を発揮するの で は ない か。

　例 えば 子 どもた ちがある遊びか ら次の 遊びに移

っ た り、次々 に 展開するとき、それまでの 遊びは止

め で しま うとい うこ とになる。それは、ある意味で

そ こで遊ん でい る 自分を自ら捨て る こ とで あろ う。

もっ と言えば、それ ま で の 自分に 死 ぬ とい うこ とで

は ない カ  お となになる とい うこ とも同様で、成長

の 過程における様 々 な選択や決断 ぽ それまでの 自

分自身の 在り方を葬っ て、新しい 生 を生 きるとい う

こ とに他な らない。子 どもは、そ の よ
’
うな小さな死

と生の く り返 しを、 遊びの 中ですで に体験し始め て

い るの で ある。こ れ が私の 遊び を巡 る子 ども理 解 と

なっ た。

　従 っ て、子 どもた ちの 遊び にお け る悲 しみや 痛み

の 表現は、保育者に よっ て 正 し く受け止 め られ なけ

れ ばな らない
。 悲 しみゃ死とい うp とも含めて 、遊

び が捉 え直 され る必要があるの で ある。子 どもの 遊

び を理 解す るパ ラダイ ム の 転換が迫 られ てい るの か

もしれない。当 日は、い くつ か の 事例をあげなが ら

論 じて み た い

〈言爾 提供  〉

子どもに 学ぶ面白 さと難 しさ

　　　　　　 狭 山ひか り幼稚園．東 喜代雄

　昨年の 自主シ ン ポ ジ ュ
ーム 3 「い ま、なぜ 園長 の

あ り方 を問 うの か ？」が頭か ら離れない 。今回 は、昨

年度の 討論を生か しなが ら幼児理解を考えてみ た い。

　私の 保育経験はま だ 34 年 しか ない 。
’
こ の 経験か

ら私は 「子 どもを理解で きる」とは思 っ て い ない。「全

く理 解で ない 」とも思わない が、理 解 した と して も現

場はい つ も次の理解を要求する。「理解した」と思っ

たとたん に大人の 思い 上 が りと思わせ られて きた。

　論語 「為政第二 」に 〔子 曰 く、其の 以っ て する所 を

視、其の 因る所を観 其の 安んず る所を察すれ ば、

人焉 ん ぞ痩さん se
？。」 とある。しか し子 ど も理解はそ

う簡単では ない。

　それで も子 どもに学ぶ 気持で い れば、彼らの 内面

をあ る程度は覗ける し、よ りそ うこ とが 出来 る。私 は

竹内敏晴が言う「子 どもの 言 うこ ととす る こ とで意

味の ない もの は一
つ もない 亅をこ こ ろに 唱えなが ら、

情緒的、直感的に捉えようとして きた。

　実際子 どもとと もに い るこ とは楽しい し、面白い。

反面思うようにい かない 悲 しみ とつ らさが同居す る。

子 どもに付き合 うこ とは人生冥利に尽 きる。 こ の 面

白さと難 しさの 中で 「実践研究の 意味と方法」 を事
　　　　　　　　　　　 1

例か ら探っ てみたい。
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